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⾦額 前年⽐ ⾦額 前年⽐ ⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐ ⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐ ⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐
2023年 98,457 101.9 18,645 101.4 4,750 99.8 2,375 96.7 7,876 102.0 5,304 97.5 2,590 99.1 1,455 93.7
2024年 99,326 100.9 18,668 100.1 4,690 98.7 2,274 95.7 8,003 101.6 5,228 98.6 2,524 97.5 1,353 93.0
2025年 102,244 102.9 18,978 101.7 4,678 99.7 2,153 94.7 8,133 101.6 5,241 100.2 2,502 99.1 1,243 91.9

⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐ ⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐ ⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐ ⾦額 前年⽐ 購⼊量 前年⽐
2023年 79,811 102.0 50,193 98.2 21,449 95.9 5,853 94.4 33,553 103.3 22,041 98.9 18,558 106.8 17,949 99.1
2024年 80,658 101.1 50,350 100.3 21,321 99.4 5,529 94.5 33,818 100.8 21,835 99.1 19,033 102.6 18,643 103.9
2025年 83,265 103.2 50,618 100.5 20,880 97.9 5,401 97.7 35,416 104.7 22,142 101.4 20,182 106.0 18,659 100.1

ハム ソーセージ ベーコン
家計調査による⾁類⽀出⾦額および購⼊量（全国・⼆⼈以上の世帯１世帯当たり・品⽬別） 単位：円、グラム、％

⾁類計

⽣鮮⾁計 ⽜⾁ 豚⾁ 鶏⾁

加⼯⾁計

　総務省が公表した2025年（1～12月）の家計調査
報告（2人以上世帯の1世帯当たり、品目別）による
と、肉類の支出金額は年計10万2244円（前年比2・
9％増）と増加した。その内訳は生鮮肉計が8万3265
円（3・2％増）、加工肉計は1万8978円（1・7％増）
と共に前年を上回った。相場高やメーカー各社の値
上げを背景に、22～23年は支出金額は増えるものの
購入量は減るという状況が続いたが、25年の生鮮肉
は24年に続き、支出、購入量とも増加した。また、支
出金額と購入量から算出される100ｇ単価は164・5
円（4・3円高）と、上昇が続いている。
　畜種別にみると、牛肉の支出金額は2万880円
（2・1％減）、購入量は5401ｇ（2・3％減）と、共に
5年連続で前年割れとなり、100ｇ単価は386・6円
（1・0円高）と6年連続で上昇している。購入量の減
少幅は前年に比べれば縮まったものの、牛肉の消費
低迷は続いている。一方で、豚肉の支出は3万5416円
（4・7％増）、購入量が2万2142ｇ（1・4％増）と共
に前年を上回った。また、100ｇ単価は159・9円（5・
1円高）と４年連続で上昇している。鶏肉は支出が2
万182円（6・0％増）と、統計開始以来初めて２万円
を超え、購入量も1万8659ｇ（0・1％増）と前年を上
回り、100ｇ単価は108・2円（6・1円高）と上昇に転
じた。
　生鮮肉の支出金額に占める牛肉の割合は25・1％

鶏肉支出初の２万円台に、牛肉消費減続くー2025年家計調査

（1・3ポイント減）と4年連続で低下している。一方、
豚肉は42・5％（0・6ポイント増）、鶏肉は24・2％
（0・6ポイント増）と上昇しており、牛肉消費が低迷
する中、より安価な豚肉、鶏肉へのシフトが続いてい
ることが分かる。
　加工肉製品への支出は1万8978円（1・7％増）と
３年連続で前年を上回った。このうちハムは4678円
（0・3％減）、ベーコンは2502円（0・9％減）と減少
したが、ソーセージは8133円（1・6％増）と前年を
上回った。購入量はハムが2153ｇ（5・3％減）、ベー
コンが1243ｇ（8・1％減）と5年連続で減少したが、
ソーセージは5241ｇ（0・2％増）と増加に転じた。加
工肉の支出に占めるハムの割合は24・6％（0・５ポイ
ント減）と4年連続で低下している。
　調理食品の支出金額は年計16万2964円（4・5％
増）、そのうち主食的調理食品は7万269円（4・4％
増）、他の調理食品は9万2695円（4・6％増）と増
加した。品目別にみると、シューマイ1191円（1・1％
減）を除く全ての品目が前年を上回り、総菜材料セッ
ト4074円（9・9％増）、冷凍調理食品1万1976円
（8・6％増）、焼き鳥2875円（5・9％増）、天ぷら・
フライ1万4103円（5・0％増）、カツレツ2339円（4・
7％増）、ハンバーグ1714円（2・6％増）、コロッケ
2308円（1・7％増）、ギョーザ1985円（0・1％増）と
なった。

　エスフーズは３月１日付で量販部を製品販売部に
改称するとした。また同日付人事異動は次の通り。
　上席執行役員国内食肉事業部長兼姫路営業部長

［人事異動］エスフーズ（３月１日付）

（執行役員国内食肉事業部長兼姫路営業部長）　
寺尾大輔▷執行役員姫路営業部営業部長（姫路営
業部営業部長）岡成光▷執行役員関東営業部営業
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　伊藤ハム米久ホールディングスは13日、東
京都目黒区の本社で春の家庭用商品施策発
表会を行った。会見には中嶋祐子常務執行役
員マーケティング担当兼加工食品事業本部副
事業本部長（左写真）、加工食品事業本部事
業戦略統括部マーケティング部の青木純一部
長（右写真）、太田健一家庭用企画室長、服
部剛弘商品企画室長らが出席。伊藤ハムの新
商品38品（ハム・ソーセージ7品、調理加工
食品31品、季節商品を含む）、リニューアル57品（ハ
ム・ソーセージ17品、調理加工食品40品）、米久の
新商品7品、リニューアル9品を紹介した。
　会見冒頭、中嶋常務が市場環境と自社の加工品
事業の状況について次のように説明した。
　第2四半期までは増収を維持したが、第3四半期の
累計売上高は減収となった。価格改定や内部改善な
どで収益性は向上しているが、消費需要の低迷によ
る販売数量の減少に苦戦している。販売実績は、主
力ブランドに積極投資したハム・ソーセージは重量で
前年を割り込んだものの、金額は伸長。調理加工品
は重量・金額共に苦戦している。これらは家庭用も業
務用も同じ傾向にある。
　これを受けて2026年度家庭用商品は、「品群の課
題に合わせた数量増への継続的な取り組み」を進め
ていく。伸ばせるカテゴリー、強いブランドへの積極
投資による拡大を進める他、調理加工食品では数量
を伸ばすために新商品投入、ブランド強化に取り組
んでいく。「商品の新陳代謝の加速」を図り、育成す
べき既存ブランドのさらなる強化、新商品投入による
市場活性化、市場での役割を終えた商品のスクラッ
プを進めていく。
　続いて青木部長が商品戦略について次のように説
明した。

伊藤ハム米久HDが春の家庭用商品施策発表会（１）

　生活者の変化では、ここ数年、商品のトレンドとし
てコスパ・タイパという言葉が重要視されるようにな
り、当社グループでは「料理に要する時間」「料理す
るための負荷」「料理にかけるコスト」を下げることに
主軸をおいた提案を進めてきた。そんな中で、外部環
境は変化し、名目賃金が上昇する一方、物価上昇は
鈍化すると見込まれ、結果として節約意識が緩和す
るのではないかと考えられる。コスパ・タイパは引き続
き重要なトレンドではあるが、それに加えて、体験価
値やおいしさというプラスアルファを提案していくこと
が求められる。また、世帯・食卓の変化では、引き続
き少子高齢化で世帯人数が減少している他、食卓に
おいては若い世帯ほど、朝食も夕食も家族がバラバラ
のものを食べる傾向がある。つまり、単身世帯だけで
なく、ファミリー層にも個食需要の高まりがみられる。
　こうした分析を踏まえて、ハム・ソーセージではさら
なるシェア拡大を図るため、「アルトバイエルン」「御
殿場高原」「朝のフレッシュ」といった主力ブランドの
強化に注力する。調理加工食品ではピザ群、鶏肉加
工品、料理品、冷凍食品などを積極提案し、数量拡
大を図っていく。この他、包材サイズの調整、ラベルレ
ス、フィルムの薄膜化などによる環境配慮、物流効率
の改善にも継続的に取り組んでいく。（連載続く）

部長（関東営業部営業部長）廣川晃裕▷執行役員
営業本部・部長兼京滋営業所長（営業本部・部長
兼京滋営業所長）武村欣也▷執行役員営業本部・
部長兼東京営業所長（営業本部・部長兼東京営業
所長）岡本伸也▷製品販売部長（量販部長）山田秀
和▷監査室長（経営企画室部長）大上雄士▷西宮

工場長（西宮第二工場長）加藤郁夫▷営業本部・部
長兼広島営業所長（九州営業所次長）加藤哲寛▷
営業本部・部長兼熊本営業所長（熊本営業所長）白
岩俊樹▷姫路営業部営業部長（姫路営業部次長）
時村和尚▷西宮第二工場長（西宮第二工場製品課
長）藤本隆志 
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JA全農ミートフーズが2025年度展示商談会、高良康之シェフが調理実演
味噌漬けシリーズに四季のフレーバー投入、本格ローストポークステーキも

　JA全農ミートフーズは１月27〜29日にかけて、
2025年度の展示商談会を東京都新宿区の新宿パー
クタワーに取引先を招いて開催した。小売・卸企業
や外食企業に加え、ECなど、同社と関わりのあるさま
ざまな企業が参加し、3日間合計25社・約90人が来
場。5回目を迎えた今商談会では「五感で味わう、商
談のひとときを」をテーマとし、同社の誇る充実の国
産食肉商品の魅力を訴求した。
　会場では中村哲也社長のメッセージ動画が放映さ
れた。中村社長は「畜産業界は依然として変化して
おり、国産豚肉の相場高騰や疾病問題、輸入食肉情
勢の不安定さなど、課題は少なくない。しかし、こうし
た変化は私たちが新たな価値を創造する大きなチャ
ンスでもある。特に価値観が多様化しており、消費の
中心にZ世代など、新たな世代が台頭している。食の
在り方そのものが問われる中、私たち食肉業界も新た
な提案を行う使命がある。私たちの目指すべきものは
単なる商品供給ではなく、国産食肉を日本の食文化
として提案し続けること。品質・安全・安定供給を軸
に皆さまと共に新しい食の可能性を切り開いていく。
今展示会では、日常の商談でお伝えし切れない、食
肉や加工品の幅広い可能性をメニュー提案を通じて
紹介。調理や加工の工夫により、食卓に新しい価値
を生み出せることをぜひ体験していただきたい」と呼
びかけた。
　また、フレンチレストラン「ラフィナージュ」の高良
康之オーナーシェフ（上写真）が同社の商品を使用
し、参加者の目の前で「和牛三角バラ肉のロースト　
赤ワインソース」（和牛三角バラ）、「ハーブの香りを
纏った国産豚ロース低温調理仕立てと季節野菜の
ハーモニー」（業務用国産豚ロース低温調理仕立て
／加熱済）、「和牛バラローストビーフ　ダイスカット
のホットサンド」（業務用国産黒毛和牛バラ　ロース
トビーフダイスカット）の3品を調理実演。焼き方や
味付けのポイントなどを丁寧に説明しながら、参加者
へ試食提供し好評を博した。今回の展示商談会で提
案された主な商品は次のとおり。
　昨年発売から10周年を迎えた、同社NBの看板商
品「国産豚ご当地味噌漬け・たれ漬けシリーズ」に

は、既存の14種類のご当地みそ・タレに加え、春夏秋
冬それぞれの季節に合わせたフレーバーを新たに展
開。それぞれの特徴的な香りや果実の甘さなどにこ
だわった。春夏については、以前季節限定で発売し
たフレーバーを踏襲しつつ、現在のラインアップ規格
に即した修正を加えた復刻版を開発。「春香る　国
産豚ロース味噌漬け桜味噌たれ使用」（下写真左）
は、春らしい桜が香る風味豊かなみそ味を楽しめる。
「夏香る　国産豚ロース味噌漬け日向夏味噌たれ
使用」（同右）は、日向夏の爽やかな香りと甘みを楽
しめる夏らしい一品。秋冬は新たなフレーバーを開発
しており、秋は「柿味噌たれ」、冬は「柚子風味味噌
たれ」を使用。顧客と一緒になってフェア開催や売り
場提案を行うことで、通年で変化が少ないといわれる
精肉売り場に季節感をもたらし、活性化を図る。
　「国産豚使用　どんぶりの具」シリーズには、「生
姜焼き」（右頁下左写真）「豚丼」の2種類を展開。
国産豚の赤身のモモ、脂身のバラを一番おいしく味わ
えるバランスで配合しており、玉ねぎなどの野菜を加
えて炒めるだけで、手軽に丼を楽しめる。
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　「しっとりやわらか　ローストポークス
テーキ」（特製ソース付き・上左写真）は、
国産豚ロースを使用。低温真空調理するこ
とで食べ応えのある厚みでありながら、軟ら
かくしっとりした食感を実現している。加熱
済みなので、家庭でさっと焼いて特製ソース
をかけるだけで、手軽に外食店のような本
格的なローストポークステーキを楽しめる。
　「とろけるしあわせ！　4種チーズの北海
道ハンバーグ」（上右写真）、「とろけるしあ
わせ！　4種チーズの北海道メンチ」は、ホ
クレンの「にくのくに北海道」ブランドの豚
肉、北海道産チーズを使用。JAグループ
だからこそ実現可能な商品であり、全国各
地で催される北海道フェアなどにもぴった
りの商品だ。チーズにもこだわり、北海道
産のゴーダ、チェダー、パルメザン、カマン
ベールの4種類を配合している。ハンバー
グは子供でも食べやすく、弁当にもお勧め
のミニサイズ。ミニサイズにすることで、どこ
から食べても１口目からチーズの濃厚な味
わいを楽しめる。メンチは、ザクザクとした
衣の中からうまみがあふれる北海道産豚肉、とろける
4種のチーズがあふれ出す。
　「国産鶏肉使用　肉だんご」は、国産鶏ムネ肉と
国産玉ねぎを使用した肉だんご。蒸して加熱している
ため、そのまま食べてもおいしいが、鍋、スープ、炒め
物などの具材としても汎用性が高い。
　「和風だし香る！和牛炊き込みご飯の素」は、黒毛
和牛のバラ、スネを使用したタレ漬け商品。にんじん、
ごぼう入りで、解凍後に炊飯器に入れて炊くだけで、
和牛のうまみがつまった本格的な炊き込みご飯が完
成。冷凍庫にストックしておけばいつでも楽しめる。
　「国産豚ガツボイル　スキンパック」（下右写真）
は、芳賀内臓PC（栃木県芳賀町）に隣接する工場で
と畜された原料を日々入荷し加工。スキンパック包装

のため、鮮度が長持ちし、解凍後の期限も長い。カッ
ト済みなので調理が簡単であり、焼き肉、炒め物な
ど、おかずからつまみまで用途は幅広い。国産豚の内
臓肉のスキンパックにはそのほか、レバー、ハラミもラ
インアップする。
　JA全農ミートフーズでは、2月18〜20日、千葉市
の幕張メッセで開催される「スーパーマーケット・ト
レードショー2026」にJA全農グループ（JA全農、全
農チキンフーズ、JA全農たまご、協同乳業との共同
出展）として、同時開催の「デリカテッセン・トレード
ショー2026」には単独でそれぞれ出展。今展示会で
紹介した商品も含め、顧客に寄り添い、同社だからこ
そ可能な国産原料を使用した“価格に見合う価値”が
伝わる総菜商品の提案、試食提供なども行う。

　食品加工機器製造のグローバル企業であるドイ
ツ・GEAグループの日本法人であるGEAジャパン㈱
（本社＝東京都港区）はこのほど、新社長にマーク・

GEAジャパン新社長にマーク・ボルデュック氏が就任

ボルデュック氏が就任したと発表した。加藤信之前
社長は取締役となる。
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　スターゼン（横田和彦社長＝上右写真）は14日、
グループの食肉処理工場から選抜された豚加工技
術者8人による「第一回豚製造マイスターグランド
チャンピオン大会」を鹿児島県南さつま市のスターゼ
ンミートプロセッサー（ＳＭＰ）加世田工場で開き、審
査の結果、青森工場（三沢ポークセンター）の中村
祐太さん（上左写真）が初代チャンピオンに輝いた。
　同社グループでは2010年から公益㈳全国食肉学
校が認定する部分肉製造マイスター試験を継続受験
し、これまでに豚で延べ69人（前年度末）、牛で35
人（同）の合格者を輩出している。本大会は対象とな
る全国5工場のうち豚マイスターの資格を有する計8
人の精鋭がエントリー。開会式冒頭、同社グループで
食肉製造部門を管掌するＳＭＰ社の三好円社長（下
写真）は初の試みに至った本大会の企画趣旨につい
て「日ごろ培った技術、衛生管理、そしてモノづくりの
情熱を互いに競い合い、当社ならびに業界全体の品
質向上、次世代への技術継承や若手のモチベーショ
ン向上を期待している」とその経緯を説明した。
　同大会は全国食肉学校が定める食肉処理技法の
3原則「安全、正確さ、スピード」を柱に、審査を通じ
て枝肉の大分割から各部位の骨抜き、整形に及ぶ
32項目を5段階評価による減点方式で採点（制限時
間は60分、満点160点）。審査の結果、初代チャンピ
オンに輝いた中村さんは表彰式後の受賞者スピーチ
で「（本大会を通じ）改めて技術の奥深さを感じた。
今回の受賞に恥じぬよう、これからも技術を磨き日々
の業務に生かしていきたい」と喜んだ。

　審査委員長を務めた
田中智洋委員長（全国
食 肉学 校・教 務 部 次
長）は閉会式の審査講
評で「（選手の）皆さん
の真剣な姿に感動した。
これが日本の職人、日
本の技術、そして日本の
食卓を支えている」と言
及。その上で同氏は「出
場者の技術に大差はな
く、結果は僅差だった。しかし１㎜、１ｇのわずかな差
が会社の経営を支えている。これからも細部にこだわ
り、（全選手には）その高い技術力を現場でいかんな
く発揮してほしい」とエールを送った。
　表彰式後、同大会を総括した同社の横田社長は、
出場選手の高い技術力と迅速かつ丁寧な仕事ぶり
をたたえた上で「（同業の）加工メーカーの中でもス
ターゼンはいい意味で（技術、品質にこだわる）『肉
屋』であり続けたい。確かな技術に裏付けされた品質
の高さでお客さまの支持を獲得し、経営理念に掲げ
る食の感動体験を創造していく。この理念を実践する
上で（原料品質を左右する）皆さまの仕事がベースと
なり、プロセスセンターなど後工程に原料を引き継ぐ
中で今後ますます重要になる」と強調。「ここがぶれ
ると会社全体の収益、お客さまとの約束が守れなくな
る」と述べ、各工場のリーダーとして後進の指導を含
め、出場選手のさらなる活躍に期待を込めた。
　その他、同大会の上位入賞者と出場者は次の通り

スターゼンが豚製造マイスターＧＣ大会を開催
青森工場の中村さんが初代チャンピオンに輝く
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　大阪府食肉事業協同組合（池田清昭理事長＝下
写真）、同生活衛生同業組合（同）は12日、大阪市
北区の大阪食肉会館で講習会を開催。組合専務理
事で学校法人竹岸学園竹岸食肉専門学校の理事を
務める中川喜代志氏を講師に迎え「災害時の食中毒
予防について」のテーマで講演を聴講した。
　また、講演終了後には第６回理事支部長合同会を
開催。厚生部、総務部、事業部、経理部から現況報
告が行われた他、新規加入会員報告、牛肉に関する
通関トラブル共有体制の構築、災害時における協力
支援に関する協定案、全国食肉生活衛生同業組合
連合会全国大会・京都大会誌への協賛などについて
説明があった。
　冒頭、池田理事長は「食肉業界にはなかなか明る
い兆しがみえないが、竹岸食肉専門学校の理事とい
う立場で中川氏に本年度最終の事業として食中毒に
関する講習を行っていただく。知っていること、知らな
いことが多く含まれていると思うが、改めて学んでい
ただきたい」とあいさつ。
　中川講師は「大阪府が作製したマニュアルに基づ
いて説明を行うが、災害時には予想外の出来事も起
こり、食の専門家ではない一般の方々が多く関わるこ
ともある。そのため、マニュアル通りの行動を取ったた
めに事態を悪化させては本末転倒」と前置きした上
で、温度管理や停電、断水などの状況下で可能な限
り注意すべき点を複数挙げた。その中で避難所での
食品の管理方法や炊き出し時の注意点、発生しやす
い食中毒原因、アレルゲンなどの表示等に言及。改
めて加熱の重要性や衛生管理のための手洗い・使い
捨て手袋の使用、簡易トイレの使用方法などについ
て具体的な説明を行った。
　小憩の後に行われた合同会では、各部から現況報
告。福祉共済制度の加入状況や事業報告、５月21日

大阪食肉２団体が「災害時の食中毒予防について」をテーマに講習会

開催の総会を含む
今後のスケジュー
ル、決算報告、新
規加入組合員とし
て尾崎支部に㈱Ｓ
ｐｅｃｉａｌ　Ｆｏｏ
ｄ.　Ｊの松田武昭
氏が加入したこと
が報告された。ま
た、池田理事長からは京都で開催される全肉生連の
全国大会記念冊子への広告協賛などが呼び掛けら
れた。
　続いて、北前孔一郎副理事長が大阪・南港市場
における相場・需給動向を報告。「豚は競り回数が
減っており、来週にかけてもかなりの高値で推移する
見込み。和牛は特段の上げ下げはなく、交雑牛に関
してはスソ物が高い。入荷数は順調だが、牛・豚肉共
に輸入が高いため、国産へのシフトが散見される」な
どと述べた。
　最後に繁田文三副理事長が「講習会にあったよう
に日本は災害大国ともいえる。災害時の対応は難し
いが、普段の準備の大切さを皆で実感できたと思う」
と閉会の辞を述べ散会した。

り。準優勝＝牟田真久郎（阿久根工場）▷3位＝福
崎竜士（加世田工場）▷出場者＝宮崎祐一（石狩工
場）、小比類巻健太（青森工場）、齋藤裕輔（郡山工
場）、潟和孝（阿久根工場）、矢﨑寿（加世田工場）
　なお主催するＳＭＰ社によると、同大会の次期開催

は現時点で未定で、構想としては4年に１度の周期で
開催を検討中。また、翌年以降は社内の牛部分肉製
造マイスターらを対象とした牛版のグランドチャンピ
オン大会の開催も視野に入れているという。
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　［一般人事異動・店舗運営担当］香川・徳島店
舗運営本部店舗支援グループマネジャー（香川・徳
島店舗運営本部店舗支援グループアシスタントマネ
ジャー ）栗本嗣久▷愛媛・高知店舗運営本部店舗
支援グループマネジャー（マルナカ益野店店長）高
宮力▷小型ＳＭ開発プロジェクトプロジェクトメンバー
（営業支援本部業務改善推進部作業改善グループ
アシスタントマネジャー）大東達雄▷小型ＳＭ開発プ
ロジェクトプロジェクトメンバー（フジグラン西条店
長）金澤啓吾
　［一般人事異動・商品担当］生鮮統括本部畜産
ＭＤ推進部部長兼広島・山口畜産ＳＶグループマネ
ジャー（生鮮統括本部畜産ＭＤ推進部部長）木下賢
▷生鮮統括本部畜産商品部畜産グループ（中国・
兵庫）マネジャー（生鮮統括本部畜産商品部牛肉・
豚肉グループマネジャー）藤野修▷生鮮統括本部畜
産商品部畜産グループ（四国）マネジャー（生鮮統

括本部畜産商品部牛肉・豚肉グループバイヤー）杉
本祥彰▷生鮮統括本部畜産商品部畜肉惣菜グルー
プマネジャー（フジグラン重信店長）和左田傑▷生
鮮統括本部畜産商品部畜産ＰＣグループマネジャー
（生鮮統括本部畜産商品部ミンチ・加工品・畜肉惣
菜グループマネジャー）乗富琢磨
　生鮮統括本部畜産ＭＤ推進部兵庫畜産ＳＶグ
ループ兼 岡山・山陰畜産ＳＶグループマネジャー
（生鮮統括本部畜産ＭＤ推進部中国・兵庫畜産Ｓ
Ｖグループマネジャー）坂本学▷生鮮統括本部畜産
ＭＤ推進部香川・徳島畜産ＳＶグループマネジャー 
（生鮮統括本部畜産商品部鶏肉・肉工房グループ
マネジャー）寺本政志▷生鮮統括本部畜産ＭＤ推
進部愛媛・高知畜産ＳＶグループマネジャー（生鮮
統括本部畜産ＭＤ推進部四国畜産ＳＶグループマネ
ジャー）竹村光司

［輸入副生物現物相場］鍋需要堅調さ続く
タンなどの主要焼き材もジリ上げの展開

［人事異動］フジ（3月1日付）

　春の気配は徐々に近づいてきつつあるようだが、鍋
物需要は引き続き堅調。供給量が絞られていることか
ら年明け以降も相場はほとんど下落せず、高値圏で
の商いが続く。３月に向けて各社とも在庫整理に取り
組み始める時期だが、今年は在庫水準もあまり高くは
ないため、投げ物は限定的だとみられる。
　焼き材はタン、アウトサイドスカートとも引き続き高
値圏でのもちあい。為替レートは150円を上下してい
るが、先々の不透明感からも原料が下がる見込みは
少ないとみられる。アキレス・テールなどはもちあい。

米国 2800〜3000 ↑

豪州 グレイン 2500〜2800 ↑

米国 5000〜 ↑

豪州 ー →

チョイス 2000〜2200 →

プライム 2400〜2500 →

チョイス 3500〜3700 ↑

プライム ー 品薄

メキシコ ー →

チ
ル
ド

米国

ハンギングテンダ－　（サガリ）

牛タン

牛タン（ムキタン）

米国

アウトサイドスカ－ト（ハラミ）

商品名 原産地 規格 価格 気配

米国 2600〜2800 →
豪州 2500〜2700 →
欧州 2000〜 ↑

チョイス 2000〜2100 品薄

プライム ー ー

メキシコ 1800〜 →

チョイス ー 品薄

プライム ー ー

メキシコ ー →

シンスカート、シックスカート 豪州 バルク 1200〜 →

シンスカート（皮なし） 豪州 1500〜 →

豪州 320〜 　　

米国 350〜 →

- 1.5ＵＰ - →

700ｇＵＰ - →

500ｇＵＰ - →

米国 850〜1000 ↑

豪州 800〜 ↑

アキレス 米国 1000 ↑

メンブレン 豪州 500〜600 →

　　単位：円／キロ、税抜き

500〜600 品薄

豪州

米国

豪州

1800 品薄

米国

輸入副生物現物相場

フ
ロ
ー
ズ
ン

牛タン

アウトサイドスカート（ハラミ）

ハンギングテンダー　（サガリ）

ラージ

レバー

トライプ

スモール 米国

テール
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［資料］2025年12月分の食肉輸入通関実績⑮
00013915z1／2025 年 12 月（2025/December） (輸入「速報値」、IMPORT「Provisional Data」) 

貿  易  統  計 (JAPAN TRADE STATISTICS) 

品別国別 (COMMODITY BY COUNTRY) (単位：1,000 円、UNIT:\1,000) 

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE  

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE 

数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 

 

 

No.15 

 USA 304 KG 7620 16987 15240 33137 
 AUSTRAL 601 KG - - 15619 23753 
 TOTAL 990 KG 7620 16987 30859 56890 

1602.90-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛、豚以外のもの)(腸、ぼうこう又

は胃の全形のもの及び断片(単に水煮したもの)) 
 ARGENT 413 KG 7700 4191 150800 74909 
 AUSTRAL 601 KG - - 1380 785 
 TOTAL 990 KG 7700 4191 152180 75694 

1602.90-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛、豚以外のもの)(牛若しくは豚の

肉又は牛若しくは豚のくず肉を含有するもの) 
 R KOREA 103 KG - - 8400 3621 
 PHILPIN 117 KG - - 2880 4152 
 TOTAL 990 KG - - 11280 7773 

1602.90-269 その他の調製をし又は保存に適する処理をした昆

虫類(その他のもの) 
 CHINA 105 KG - - 33008 27464 
 THAILND 111 KG - - 380 586 
 TOTAL 990 KG - - 33388 28050 

1602.90-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛、豚以外のもの)(その他のもの) 
 CHINA 105 KG 38268 6630 338901 63999 
 TAIWAN 106 KG 14136 9757 30602 23591 
 MONGOL 107 KG 600 930 2880 4156 
 MYANMAR 122 KG - - 1380 2025 
 PAKISTN 124 KG 187 274 665 1100 
 GERMANY 213 KG 2995 3814 31706 37235 
 TOTAL 990 KG 56186 21405 406134 132106 
 (E.U) 991 KG 2995 3814 31706 37235 

1603.00-010 肉エキス及びミートジュース 
 CHINA 105 KG - - 840 3701 
 TAIWAN 106 KG 60 496 383 2954 
 THAILND 111 KG - - 468 1713 
 FRANCE 210 KG 69600 108983 518910 734580 
 USA 304 KG 36037 50601 36062 52953 
 URUGUAY 412 KG - - 38251 80122 
 AUSTRAL 601 KG - - 238141 295293 
 PAP NGA 602 KG - - 4092 9923 
 NEWZELD 606 KG 2400 7484 38775 125774 
 TOTAL 990 KG 108097 167564 875922 1307013 
 (E.U) 991 KG 69600 108983 518910 734580 

1603.00-090 魚又は甲殻類、軟体動物若しくはその他の水棲無脊

椎動物のエキス及びジュース 
 R KOREA 103 KG 44036 32166 350774 337816 
 CHINA 105 KG 257836 140776 2341255 1206371 
 TAIWAN 106 KG - - 6740 143265 
 VIETNAM 110 KG - - 18356 10097 
 THAILND 111 KG 115492 41414 1433972 583682 
 INDNSIA 118 KG 54120 20899 774618 260672 
 MALDIVE 126 KG 1411 1508 1411 1508 
 DENMARK 204 KG - - 10000 7734 
 SPAIN 218 KG 40241 14121 619968 206967 
 CANADA 302 KG - - 19195 20928 
 USA 304 KG 35554 12556 386975 143283 
 AUSTRAL 601 KG - - 14040 13123 
 NEWZELD 606 KG 235 2962 1573 17476 
 TOTAL 990 KG 548925 266402 5978877 2952922 
 (E.U) 991 KG 40241 14121 629968 214701 

3502.11-000 卵白(乾燥したもの) 
 CHINA 105 KG 45000 42467 96310 96971 
 INDIA 123 KG 68000 87499 1178700 1228124 
 SWEDEN 203 KG - - 68700 75494 
 NETHLDS 207 KG 88100 108176 2088150 2233289 
 BELGIUM 208 KG 16000 21104 295400 319298 
 FRANCE 210 KG 84750 106174 1001950 1082957 
 GERMANY 213 KG 50100 65736 622325 658071 
 ITALY 220 KG 65360 86248 1626353 1825320 

 POLAND 223 KG 20000 23675 900000 862866 
 TURKEY 234 KG - - 7175 6759 
 LITHUAN 237 KG - - 6600 6000 
 USA 304 KG 0 520 2 13617 
 BRAZIL 410 KG 22400 21043 86825 75601 
 ARGENT 413 KG - - 378000 336116 
 TOTAL 990 KG 459710 562642 8356490 8820483 
 (E.U) 991 KG 324310 411113 6609478 7063295 

3502.19-000 卵白(乾燥したものを除く。) 
 LITHUAN 237 KG - - 33600 5647 
 BRAZIL 410 KG 69120 10341 673968 103389 
 TOTAL 990 KG 69120 10341 707568 109036 
 (E.U) 991 KG - - 33600 5647 
 

上記の通り送信致しましたので、ご確認願います。 

─────────── (END OF THE DATA) ─────────── 

（終わり）
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東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数

［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（     月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（　　　　　　　円）
大 阪 円（　　　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

前日
前日

61 101 もちあい
51 225 続落

 169 

 - 

 40 

 - 
 - 
 - 
 - 
 - 

 29 

 1 

 23 

 3 

 760  643  799  713  853 
 583  561  523  378  346 
 610  574  555  522  436 
 12  263  365  248  100 

 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  631  612  559 
 -  -  602  486  486 
 -  -  621  546  492 
 -  -  6  2  23 

- - - - -
- 1 2 - -
- - - - -
- - - - -
- - - - -
- - - - -
- - - - -
- - - - -
- - - - -
- - 1,541 1,489 -
- 1,512 - 1,308 -
- 1,727 1,602 1,503 -
- 1,782 1,568 1,523 -
- 561 520 488 486

 2,117  1,771  1,814  1,663  - 
 -  -  1,596  -  - 

 2,479  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  1,134  1,049 
 -  -  -  1,062  1,008 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  1,258  - 

 1,649  1,608  1,583  1,457  - 
 -  -  1,477  -  - 
 -  -  1,500  1,246  1,138 
 -  -  -  -  - 

 4,755  2,701  -  -  - 
 2,182  2,245  -  -  - 
 2,783  2,351  -  -  - 

 159  10  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

 2,846  2,412  -  -  - 
 2,260  2,340  -  -  - 
 2,454  2,368  2,282  -  - 

 33  6  1  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,611  1,598  1,553  - 
 -  7  19  3  - 
 -  -  -  1,400  - 
 -  -  -  1  - 
 -  1,614  1,605  1,529  - 
 -  7  11  5  - 
 -  -  -  1,496  - 
 -  -  -  3  - 

 323  974  - 
 337  988  146.5  -  31  52 

68,400 67,500 683,300
4,500 4,220 42,810

990 950 10,280
1,280 800 10,870

400 670 6,470
590 400 4,670
650 650 5,260
570 750 5,240

1,533 1,593
1,482 1,586

２月 16 日 ２月 13日 ２

581 560 1,245 続落

２月 16 日

２月 16 日

２月 16 日

２月 16 日
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※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。京都の前日は 14 日。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
栃 木 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（２社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（８社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏

572 572 - - 6,115 - もちあい
561 521 487 456 412 89 反発
590 - 505 524 1,656 30 下押し

- 557 - 549 1,379 - 上場なし
577 583 503 521 2,185 443 下押し
563 566 552 561 328 328 弱もちあい
574 590 555 558 974 988 続落
608 606 573 581 659 666 もちあい

- - - - 115 36 休市
- - - - - - 競り休止

637 632 621 611 969 208 続伸
629 623 596 608 102 93 もちあい
561 596 520 580 101 209 続落

- 579 - 571 136 - 上場なし
608 609 593 600 241 326 もちあい
607 624 583 593 344 105 反落
585 652 553 628 580 142 急落

1,160 1,209 1,240 1,207 71,063
718 756 788 754 104,426

1,097 1,137 1,179 1,131 161,667
1,196 1,232 1,285 1,240 159,428

734 751 794 754 152,512
1,111 1,165 1,188 1,165 15,219

923 991 1,044 990 898,354

1,112 1,296 1,382 1,269 65,475
670 704 743 708 130,995

1,080 1,166 1,196 1,155 126,782
1,163 1,271 1,374 1,270 152,559

690 717 786 724 183,471
1,157 1,210 1,266 1,206 13,758

894 978 1,092 995 148,252

1,562,669

821,292

746 827 1,017 210
456 527 669 173

749 815 1,050 4
472 521 610 3

1,098 739 550 600 650
700 460 290 360 350
836 529 - - -

２月 16 日

２月９日〜２月 15 日 ２月 13 日

２月 13 日
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